
2022年度フィールド・スタディーズ（発展 学科）成果発表

プログラム概要 ： アメリカの小学校、中学校、高等学校でインターンを行い現地の教育について学ん
だ。滞在中はホームステイを行い現地の文化に触れた。

実習先 ： アメリカ ミズーリ州 Lee’s Summit
実習先情報 ： Lee’s Summitの学校教育は大変高い評価を受けている。
参加人数 ： １８名
学部学科 ： 教育学科
実習期間 ： 令和５年２月４日～２月２６日
本学担当教員 ： 渡辺英雄、江原美明、中川洋子、伊藤摂子（教育学科）

◯はじめに
学校教員を目指す学生が多い教育学科に

おいて、他国の教育を学び、文化に触れて
自身の視野を広げることがとても重要である。
この発展FSは上記のことを目標として実施

した。
◯実習内容
アメリカ・ミズーリ州にあるLee’s Summitで

現地の公立小学校、中学校、高等学校に

インターンを行った。インターン中は授業の見学を行い、アメリカでの学校教育について学
んだ。また現地の児童、生徒の指導補助も行った。さらに日本の文化や日本語を英語で教
える経験も行い、文化交流を行った。滞在中はホームステイを行い、学校だけでなくアメリカ
の家庭での生活も体験した。
◯経験したこと、学んだこと

学校教育がどのように行われてどのようなことが大切にされているかを学んだ。例えば、
ICT機器について、日本では多くの場合児童生徒が同じ活動をしているが、アメリカでは児

童生徒それぞれが別々の使い方をしていた。また一クラスの人数が２０人以下であることが
多く、アクティブラーニングが行いやすい環境であった。
◯今後の展開、今後の学び

今後は今回の研修で学び、経験したことをもとに学校教育の実践を考えたり、教育につい
ての研究を進めたい。また、この研修で得た視点から日本の学校教育について考察してい
きたい。
◯まとめ

３週間はあっという間の時間であった。渡米する前はうまくコミュニケーションが取れるか、
英語力不足から学校でのインターンで十分な学びが得られるか不安であったが行ってみる
と現地の学校、ホストファミリーがとても温かく迎えてくれた。Lee’s Summitを去る際には学生
皆涙を流して別れを惜しんだ。
◯担当教員コメント

現地の学校関係者、ホストファミリー、コーディネーターの方々に感謝致します。参加の学
生に対して大変ご丁寧に接して頂きました。体調崩す学生もいましたがホストファミリーの手
厚いご対応のおかげで、すぐに回復しました。
◯実習先コメント

武蔵野大学からの学生を受け入れられたことはとても嬉しいことでした。ホストファミリーは
別れの際に皆涙を流していました。これからも「Japanese Visiting Scholars」としてこのプログ
ラムが続いていくことを願っています。
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